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研究成果の概要（和文）：　3D カメラ（Kinect）を利用して話し手と聞き手の動きを記録し、言語表現と非言
語表現とを同期させて分析する手法を開発した。3D カメラで測定した数値とビデオ画像とを会話分析ソフト
ELAN上で統合し動作の細部まで観察することが可能となった。臨床研修OSCEでの医療面接試験における指導医の
非言語的コミュニケーションに関連した評価と、模擬患者に顔を向いている時間との間に関連が見られること等
を実証した。この成果を平成27年度第47回日本医学教育学会、28年度ヨーロッパ医学教育学会にて報告した。研
究成果の応用を目指して教育現場でも成果を紹介している。

研究成果の概要（英文）：　We recorded a speaker and a listener using a 3D camera (Kinect) and 
developed a method that synchronizes and analyzes both verbal and non-verbal expressions. We 
observed details in their movements by integrating the numerical value measured on the 3D camera and
 the video image using conversation analysis software, ELAN. We then used Kinect to measure factors 
such as the advising doctor’s non-verbal communication during OSCE clinical training, and we used 
Kinect to measure the speech period of the medical staff. The results verified a correlation between
 the advising doctor’s evaluation and the amount of time the resident spent facing the simulated 
patient. This outcome was reported at the 47th Meeting of the Japan Society for Medical Education in
 2015 and the 2016 AMEE Conference in Barcelona, Spain. The study outcome was also introduced in the
 field of education.

研究分野： 社会言語学
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１．研究開始当初の背景 
 ビデオに記録された映像を観察している
と，言語表現だけでなく，非言語表現（ジェ
スチャーや表情）によっても人は多くのこと
を伝えているという事実がわかる。研究代表
者がこれまで採用してきた分析枠組みでは，
非言語表現の分析が十分にはできなかった。
そこで，近年盛んになりつつあるマルチモダ
リティの研究方法に注目した。マルチモダリ
ティの「モダリティ」とは，人が何かを表現
するときの「経路」あるいは「資源」のこと
である。つまり「マルチモダリティ」とは，
言語やジェスチャー，視線，頭の動き，表情
など複数の経路を使って，一つの発話を構成
するという発想である。この分野のエビデン
スを積み上げていくには，量的な測定とデー
タの解析が欠かせない。質的研究が中心であ
る従来のコミュニケーション研究には限界
がある。研究代表者と共同研究者は現在，ジ
ェスチャーを記録し数量化する方法を模索
している。この数量化が可能になれば，言語
データと非言語データを同一の時間軸上で
記述してコミュニケーションの実態を詳細
に分析することが可能になる。このような分
析手法を実現するために， 3D カメラ
（Kinect）を使った医療場面の記録と分析の
研究を進めようと計画した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は次の①～④である。①3D
カメラを利用して話し手と聞き手の動きを
記録し，言語コミュニケーションと非言語コ
ミュニケーションとを同期させて分析する
手法を開発すること。②言語コミュニケーシ
ョンと非言語コミュニケーションとを一体
化させて分析することにより，コミュニケー
ションの全体像を明らかにすること。③研修
歯科医と熟練した歯科医師との，コミュニケ
ーション上の差異を量的に明らかにするこ
と。④研究の成果を医学教育の現場に還元し，
コミュニケーション教育の内容をより充実
させること。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，歯科医師が行う医療面接場面
を中心に 3D カメラ（Kinect）で記録し，そ
の映像を分析して比較検討する。さらに，得
られた成果を教育現場に還元するすること
を目指す。映像データは，おもに鹿児島大学
病院の協力を得て収集した。実際の研究過程
では，①ジェスチャーを中心とした非言語コ
ミュニケーションと言語コミュニケーショ
ンの記述と分析，②研修歯科医と熟練した歯
科医師によるコミュニケーションの比較，③
研究成果の教育現場での応用，を三本柱とし
た。 
 具体的な研究には 4 段階ある。①3D カメ
ラを用いた映像の撮影方法と解析方法を確
立する段階，②映像データを収集する段階，
③映像データを解析し比較する段階，④研究

成果を教育の現場に応用する段階，である。
①，②，③の段階は時期が互いにオーバーラ
ップすることもある。まず 3D カメラによる
撮影方法と解析方法の研究は，主に鹿児島大
学歯学部において行い，研究分担者が撮影と
録画，解析を行う一連のシステムを構築した。
センサーの能力テストと解析プログラムを
作成した。研究代表者と研究分担者が協議し
ながら記録すべき撮影シーンを決定した。研
修歯科医の協力を得て撮影されたデータに
ついて解析を加え，試行錯誤を繰り返しなが
ら本研究に必要な方法論を確立していった。 
映像データの収集は主に鹿児島大学歯学

部の協力を得て行った。医療面接演習の際に
ビデオカメラおよび３Ｄカメラ（Kinect セン
サー）で撮影した。ビデオ映像を用いた面接
者と模擬患者の会話分析と Kinect による体
の動き、表情パラメータの計測を同時に行っ
た。Kinect for Windows のプログラムを改良
して Skeleton(骨格)と Face Track（顔の表
情）のデータを抽出した。非言語データと言
語データとを記録した後，2 種類のデータを
一体化させるために，ELAN（イーラン）を利
用した。ELAN は映像と音声を分析しながら
注釈を施していくソフトウェアである。映像
に対して非言語要素等に関する注釈を付与
した。それに加えて，Kinect による出力デー
タを同期させ総合的に，多角的に分析した。 
さらに授業と医療者向けのセミナーにお

いて本研究で得られた成果の活用を試みた。 

 
４．研究成果 
 ビデオ映像と 3D カメラで記録したデータ
を ELAN に取り込み言語と動作との関連を中
心に，研修歯科医の発話時間，SP（模擬患者）
の発話時間，注視時間，SPの注視時間などに
ついて分析を行った。分析の過程では，
version 1 と version 2 の Kinect を使用して
いる。それぞれの特性を活かせるようにプロ
グラムに修正を加え最適化を行った。 
具体的な研究内容と成果を示すと次の①

～⑤のようになる。 
①3D カメラを利用して話し手と聞き手の

 

図 1 ELAN上で 3D カメラのデータとビデ

オとを同時に表示した画面 



動きを記録し，言語コミュニケーションと非
言語コミュニケーションとを同期させて分
析する手法を開発するため，会話分析ソフト
ELAN を利用した。このシステムを使って，臨
床研修 OSCE での医療面接試験における指導
医の非言語的コミュニケーションに関連し
た評価と，Kinect で計測した医療者の発話時
間と ELAN で分析した。その結果，評価と SP
に顔が向いている時間の間に関連が見られ
ることが明らかとなった。この成果は，平成
27 年度第 47回日本医学教育学会，28年度ヨ
ーロッパ医学教育学会(AMEE Conference 
2016, Barcelona, Spain)にて報告した。 
②言語コミュニケーションと非言語コミ

ュニケーションとを一体化させて分析する
ことにより，コミュニケーションの全体像を
明らかにすることが可能となった。 
③研修歯科医と熟練した歯科医師との，コ

ミュニケーション上の差異を量的に明らか
にするために，研修歯科医 OSCE の医療面接
試験でのデータを蓄積中である。この課題に
ついては今回の研究期間中に完結すること
ができなかった。 
④研究代表者，共同研究者がそれぞれに教

育現場で研究成果にもとづいた授業や指導
を行った（今後も継続する予定である）。 
 ⑤共同研究者が中心となって「ひろしま模
擬患者（SP）セミナー」を開催した。開催日
は 2016 年 6月 7日，2016 年 10 月 29 日，2017
年 3 月 11 日である。3 月 11 日の回では，研
究代表者の高永が講師となり，研究成果を踏
まえて非言語コミュニケーションの重要性
について説明した。 
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